
都島区地域包括支援センター
取り組み内容
様々な困難があっても

住み慣れた地域でその人らしく生活していくための支援について



事例１）８０歳代認知症がある独居女性

• 日常生活は自立されている

認知症状がみられ説明してもすぐに理解を得ら

れにくい時がある。

• 他者が支援することを強く拒否する

そのため、介護保険の申請が困難

～何か困ったことがあると～

その都度、ふれあいセンター都島へ来所

職員全体で傾聴しながら統一した支援をおこなう。

～現在の状況～

・在宅での生活にご本人も不安を感じられるよ

うになり、介護保険を申請し施設入所を検討

中です。



事例２）７０歳代の身寄りのない独居男性

• 区役所の生活支援課（生活保護）から相談

独居生活が長く、年々理解力の低下がある

と包括へ連絡がある。

・ライフライン（電気・ガス・水道・携帯）

の支払い困難→ 強制停止

施設入所を検討するが・・・

→本人；自宅で過ごしたい。施設に入ると自由

がなくなる。

・介護保険の申請

デイケア・介護ヘルパー・訪問看護・薬剤師に

よる服薬管理を利用し、在宅生活を支援する。

～現在～

・関係機関で「地域ケア会議」開催し

在宅生活の課題を検討し、支援者間で統一

したかかわりができるようにしています。



様々な情報発信：高齢者虐待について



様々な情報発信

成年後見について 栄養について 熱中症について



様々な情報発信

防災について 熱中症について



地域で「元気なうちから、顔見知りや仲間づくり」
ができるような取り組み内容①

・百歳体操（ロージムＳ１００）

登録者数４０名平均参加者２５名前後

参加状況の把握をおこなっています。

→長期間休んでいる方がいれば安否確認も

含め連絡し、登録者の更新をおこない、参加

困難者については、必要な関係機関へつなが

るようかかわっています。



地域で「元気なうちから、顔見知りや仲間づくり」
ができるような取り組み内容②

・男のための座学

地域での高齢男性の孤立防止のために参加者

の運営委員を中心として様々な講座を企画し、

実施しています。

最近は、防災への関心度が高く大阪市立阿倍野

防災センター「あべのタスカル」自衛隊による「サ

バイバルスキル」など災害時の状況を体感でき

る施設への見学や技術の習得ができる講座をお

こなっています。



地域で「元気なうちから、顔見知りや仲間づくり」
ができるような取り組み内容③

• やすらぎ虹の会（介護家族の会）

現在介護している・介護を経験されている方々

が集まって介護についての情報共有や悩みな

どを話し合える場です。また、会員同士が関心

のある事をミニ講座としておこなったり、リフ

レッシュできる場にもなっています。



地域で「元気なうちから、顔見知りや仲間づくり」
ができるような取り組み内容④

・課題に寄り添った取り組み事業

一人暮らしや高齢者のみの世帯が増加

元気なうちからもしものときを考え、備えること

により安心して地域で生活できるよう「終活」を

テーマに令和5年～7年にかけて実施していま

す。
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